
報道関係者各位                              2017 年 3 月 8 日 

 
 

 

「平成 28年度近畿の食と農インバウンド優良表彰」において 

白鶴酒造が「近畿農政局長賞」を受賞 
 

～インバウンドへの取り組みとして、白鶴酒造資料館における多言語対応が高く評価～ 

 

白鶴酒造株式会社（本社：神戸市、社長：嘉納健二、資本金：4億 9,500万円）は、このたび「平成 28年度近畿

の食と農インバウンド優良表彰」において「近畿農政局長賞」を受賞いたしました。白鶴酒造では、大正初期に建

造された酒蔵を利用して作られた白鶴酒造資料館において、昔ながらの日本酒造りを分かりやすく展示しています。

来館者全体の約 4 割を占める外国からのお客様への対応が高く評価され、このたびの受賞に至りました。今後も白

鶴酒造は、インバウンドへの取り組みとして、海外のお客様にも日本酒の魅力を発信してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■酒造資料館について 

日本の酒どころ兵庫県の灘五郷にある白鶴酒造資料館は大正初期に建造された酒蔵を利用して作られた酒造資料

館です。館内は昔の酒造りを等身大の人形を使ってわかりやすく展示し、日本酒造りを通して日本の文化を伝えて

います。来館されるお客様約 14万人のうちの 4割近くが外国からのお客様ということもあり、無料 Wi-Fi環境の整

備や多言語の館内案内パンフレットの作成をはじめ QR コードを使った 15 か国語対応の館内案内システムや外国語

が話せるスタッフの配置など、多くの外国からのお客様にも日本酒を知っていただくための取り組みを行っていま

す。 

 

■近畿の食と農インバウンド優良表彰について 

近畿農政局が設置する「近畿の食と農インバウンド推進協議会」において、「食」と「農」の魅力の結びつけな

ど関係者が一体となって訪日外国人の増加を農林水産業や地域創生に結び付けようとしている優良な取り組みに対

し表彰し、広く紹介するものです。 

28 年度の表彰では、地域資源の活用、訪日外国人の受け入れ体制の整備及び関係者との連携等、食と農のインバウ

ンドに先駆的に取り組んでいる 7団体が表彰されました。 

また、農政局 HPにて、今回表彰された 7団体を含む 64事例を紹介しています。 

HP URL：http://www.maff.go.jp/kinki/seisaku/kihon/inbound/jirei/64.html 

 

ＮＥＷＳ ＲＥＬＥＡＳＥ 


